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1.工事概要

工事名 平成29年度 138号BP水土野橋東下部工事

工事目的 現在の国道138号は、交通の集中により、主要交差点で渋滞が発生
しており、この交通渋滞の解消、交通安全の確保及び沿道環境の

行うものである。本工事は、市道0102号線を跨ぐ橋台2基を施工した。

工事場所 静岡県御殿場市水土野地先

工期

請負金額

発注者 中部地方整備局 沼津河川国道事務所 

受注者 臼幸産業株式会社

工事内容 道路土工   1式
橋台工    1式 水土野橋A2橋台（本線・Dランプ）
           場所打杭 φ1200-52本,コンクリート V=2334ｍ3,鉄筋 272ｔ
構造物撤去工 1式
仮設工    1式

 250,689,600
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2.工事の課題と問題点について

本工事の置かれた現状

・本工事は、新東名高速道路の開通や2020年東京オリンピック開催前の完成を見据えた事業工程の中で工期設定されていた。

 多数の類似工事が集中し、材料及び人員確保が非常に困難な状態となった。
 また受注時において同一施工箇所で先行する別途工事（河川切回し）が施工中であり、さらに支障物移転（架空線）が完了していないこともあり
 即座に現場着手できないという制約を受けたスタートとなった。
 着手時点の問題点を考慮し計画工程表を作成したが工期から１か月オーバーとなってしまい、いかなる理由であれ工期延期ができない状況の中、
 138号バイパス全体事業工程を守るための工程短縮が必要不可欠となった。
 さらに現地踏査した結果、橋台床掘範囲がスコリアと呼ばれる特有の土質が厚く堆積しており、当初設計の掘削勾配で施工すると隣接する市道が
 崩落する危険が判明した。そのため、市道の安全な通行確保に配慮した掘削に対する仮設計画の検討が必要となった。
 工期短縮及び問題点の解決策が現場作業員を酷使するものではなく、いかに効率の良い作業で、いかに作業員の労働負担を軽減でき生産性の向上
 につながるかをテーマに置き、さまざまな検討を行った。

ー問題点の整理ー ー対策ー

１）工程短縮の検討 ①. 打設割りを複合化しコンクリート打設回数を減らす
②. 鉄筋組立作業の省力化工法の採用

２）スコリア土質と市道の通行を確保した仮設計画 ①. スコリアの特性より安定勾配による掘削の検討
②. 迂回路確保の検討
③. 支障物（架空線）の回避
④. 仮設工事による工程圧迫のリスク検討

３）大規模コンクリート打設における品質管理 ①. マスコンクリートのひび割れ対策



１）工程短縮の検討
①コンクリート打設回数の見直し

当初設計のまま施工すると、A2橋台本線とDランプの間は目地板(t=20mm)にて接する構造となって
おり、Dランプを先行し施工を行い、コンクリート養生後構造物の接する妻側の型枠を取り外し目地
板を設置して、本線とDランプが交互に繰り返しコンクリートを打設する工程であった。

工程短縮を図るため、1度のコンクリート打設が大量打設にはなるが隣接した本線とDランプのコンク
リートを複合化し同時打設することを検討した。しかし、同時打設を行うためには、目地板がコンク
リート側圧に耐え、垂直に保持している事が課題となった。そこで目地板を固定する補助材として、
砂防堰堤で使用される脱型不要なコンクリート製残存型枠を採用した。その結果、当初設計では11回
のコンクリート打設が必要なところ、6回の打設に減らすことができた。

生コンプラントの調整が非常にタイトな中、コンクリート打設日の固定に対するリスクが低減でき、
2か月以上前から調整したため材料確保できず、手待ちになることを防いだ。

使用材料：残存型枠 施工写真
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１）工程短縮の検討
②鉄筋組立の作業省力化

竪壁及びフーチングに使用するせん断補強筋は、両フックの形状となっており、中間部で重ねて
結束する設計となっていた。
この場合、主筋と配力筋を組立てた後、過密に配筋された躯体内部でせん断補強筋を結束するこ
ととなるため、施工性が悪い上、十分な作業足場が確保できず従来からの問題となっていた。

そこで、作業の省力化による工程短縮、作業環境の安全確保、コンクリート充填の向上を目的と
した機械式鉄筋定着工法（Tヘッド工法）を適用した。
同時に少額ではあるが鉄筋量減少によるコスト縮減にもつながった。

施工写真Tヘッド工法
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２）スコリア土質と市道の通行を確保した仮設計画

・現場踏査した結果、橋台床掘範囲に富士山周辺特有の火山噴出物であるスコリアが厚く
 堆積していることが判明した。スコリアの特性は、粘着力のない単粒度の砂礫のため

 であり、土砂崩壊の危険性が高い土質である。そのため、当初設計の1：0.6の勾配では、
 斜面の安定を確保しつつ、市道の通行を確保する事はできないと判断しました。
 さらに市道を挟んだ反対側では別工事によるA1橋台が同時に施工され、市道内にも多数の
 地下埋設物が存在しており、安定勾配でオープン掘削し市道を迂回させ、幅員を確保する
 事ができなかった。そのため、市道の通行を確保した仮設計画が必要となった。

① A1橋台：別工事

市道0102号線

A2橋台

土留必要箇所

道路迂回不可

市道0102号線

A2橋台

A1橋台：別工事

道路迂回不可

土留必要箇所

25° 30°

市道W=7.0m
不足W=5.0m

A1橋台 A2橋台

堆積するスコリア



・土留工の検討→地盤改良へ発想の転換
・工法選定する上で、近接する上空の架空線が支障となり、大型クレーンの施工が
 伴う土留工はすべて採用できなかった。さらに広い作業ヤードを必要とし場所打
 杭との並行作業が不可能であったため、土留めができないならば崩れない地盤を
 構築しようという発想で、過去の経験から社内ノウハウを取り入れ、地盤改良し
 た改良体により土留め効果が発揮できた深層混合処理を連続壁になるよう配置し
 た代替工法を提案した。これにより、架空線と接触するリスクを回避し、小型機
 械による省スペース施工のため場所打杭と並行作業が可能で、工程を何一つ圧迫
 する事なくコスト面も最小限に抑えることができた。

工法選定



・深層混合処理工法（スラリー撹拌）
平面図 施工状況（架空線近接）

場所打杭との並行作業

深層混合処理 完了全景

仮設工 平面図（その２）
S=1:200
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工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

平成29年度138号BP水土野橋東下部工事
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スラリー撹拌

摘   要数　量単位

52本

土留工　数量表
一式当り

単軸φ=800mm　打設長5.8m 杭長4.8m 55本 添加量 V=46kg/m

58本

スラリー撹拌

スラリー撹拌

単軸φ=800mm　打設長5.8m 杭長3.3m

単軸φ=800mm　打設長4.2m 杭長4.2m

添加量 V=46kg/m

添加量 V=46kg/m

1本スラリー撹拌 単軸φ=800mm　打設長3.2m 杭長3.2m 添加量 V=46kg/m

2本スラリー撹拌 単軸φ=800mm　打設長3.5m(平均) 杭長2.5m(平均) 添加量 V=46kg/m

2本スラリー撹拌 添加量 V=46kg/m

1本スラリー撹拌 添加量 V=46kg/m

単軸φ=800mm　打設長3.7m(平均) 杭長1.2m(平均)

単軸φ=800mm　打設長3.4m(平均) 杭長0.9m(平均)
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沼津河川国道事務所

臼幸産業株式会社

場所打杭工 深層混合処理工

架空線近接

架空線

深層混合処理工

改良体による柱列壁

ｾﾒﾝﾄ改良体

杭径φ800

円弧すべり計算に



３）大規模コンクリート打設における品質管理
・ひび割れ防止の検討
 コンクリートの打設回数を減らす一方、大量打設となるため構造物がよりマッシブとなりひび割れが懸念された。
 弊社コンクリート主任技士も含め検討した結果、以下の対策を考案した。
 【ハード面】
 構造物寸法が非常に大きいマスコンクリートのため、温度ひび割れが懸念された。コンクリート打設計画を基に、
 温度応力解析を行った結果、ひび割れ誘発目地の3本追加（当初設計：本線1箇所）と補強鉄筋を設置し対策する
 ことにした。
 【ソフト面】
 現場において、コンクリート打設作業や養生における施工の基本事項の
 遵守を徹底するため、施工状況把握チェックシートにより管理し、基本
 手順を見える化し確実に実施した事により、施工時に発生する不具合を
 防止した。これらハード面、ソフト面の対策を行い、ひび割れゼロを達
 成することができた。

施工状況把握チェックシート

① ②

ひび割れ誘発目地設置

補強鉄筋 補強鉄筋

補強鉄筋

ひび割れ誘発目地設置

補強鉄筋

挿入深さ確認目印

一層高さマーキング

シート養生 湿潤養生 保温養生

一層高さマーキング（段取筋）

見える化

見える化

足場全面 張り
Q 湿潤+保温養生



4.安全管理の工夫(1) 「安全の見える化」

重機立入禁止処置の明確化 重機立入禁止処置の明確化 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞを活用したTBM

産業廃棄物の分別化架空線注意喚起カラーコーン色分けによる作業区分

① ②

大型ステッカー

重機接触防止プレート

重機接触防止棒

大型ステッカー

現場配置図

のぼり旗

トラロープ+マーキングテープに
よる離隔距離確保の見える化

カラーコーン色
分けによる作業
区域の明示

鉄くず

木くず
廃プラスチック



5.安全管理の工夫(2) 「新技術の活用（安全）」「コミュニケーション」

次世代足場（Iqシステム） 次世代足場（Iqシステム） 次世代足場（Iqシステム）

現場掲示物による安全意識の向上 サークルになってKY活動 玉掛警報機による吊荷災害防止

① ②

高さ1700⇒1900mmの階高

サークルになって作業員
ひとりひとりが発表

杭頭処理の斫り作業中で
も大音量の警報音と音声
により注意を促す

広い作業空間の確保

足場の段差、隙間がなく
安心感のある足場

安全スローガン

掲示物の大型化により遠くからでもよくわかる



6.まとめ

・橋梁下部工事は3回ほど経験したことがあったが、今回の工事は、工期や特有の土質条件で制約を受ける中、最も厳しい現場となりました。
 自分はまだまだ若手と呼ばれる中、これほど大規模な現場を一人で任され不安はあったが、「ものづくり」に対する想いがひとつとなり、
 社内のバックアップ体制や、蓄積された社内ノウハウを取り入れた提案や協議ができ、関係者一丸となり全工期無事故で完成することができました。
 最後に今回の工事に携わったすべての皆様に感謝を申し上げます。

平成30年4月末 平成30年5月末 平成30年6月末 平成30年7月末

平成30年8月末

平成30年12月末

平成30年9月末

平成31年1月末

平成30年10月末

平成31年2月末

平成30年11月末

平成31年3月末 完成


